
環境に配慮しながら食生活をよりよく工夫する能力を 
はぐくむ家庭科指導の工夫 

 環境分野で初のノーベル平和賞を受賞したワンガリ・マータイ女史。
日本古来の「もったいない」という精神に感銘を受け、「ＭＯＴＴＡ
ＩＮＡＩ」を世界の環境標語とすることで環境に負担をかけない生き
方を広めるべきと主張した。 
 「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦」とは、この言葉と意味を引用し、調理
の学習において児童が環境のことを考えて実践する活動のこと。 

（概要版） 

長期研修員  長沼 祐子 

★８内容→４内容 
  ◆「Ａ 家庭生活と家族」 
  ◆「Ｂ 日常の食事と調理の基礎」 
  ◆「Ｃ 快適な衣服と住まい」 
  ◆「Ｄ 身近な消費生活と環境」 

◆新しい指導内容にかかわることを中心に、  

 学習した知識と技能を生活に生かす視点 

 から、実践的・体験的な学習活動や問題 

 解決的な学習を工夫する。 

環境に配慮した生活
の工夫を重視 

 

食事の役割、 
栄養・調理の内容が 

一層重視 

内容Ｂと内容Ｄの関連を図り、 
実践的に学ぶ 

－調理の学習に、水・ごみ・買物に視点をあてた 
       「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦」を取り入れて－ 

主題設定の理由 



小学校６年 
「エコでＧＯＯＤバランスな食事を作ろう」（15時間） 

授業実践 

比較 

自分たちの食生活が環境に与える
問題に気付き、課題意識がもてた 

自分たちの調理実習の
ビデオを視聴 

調理の工夫の
ビデオを視聴 

児童の実態・・・環境に配慮しながら調理をする意識は低い 

・実践報告会 

家庭実践 

「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦」 

実践 
共有 

個人で
計画 

研究構想図 

環境に配慮しながら食生活をよりよく工夫する児童 

栄養バランスのよい 
一食分の献立 

・ビデオで比較 
 （前回の調理実習と 
  環境に配慮した調理） 

調理実習 

まとめる・  
生かす 

追究する 

つかむ 

内容Ｄ 身近な消費生活と環境 
「環境に配慮した生活を工夫する学習」 

課題 
意識 

・水…節水・洗剤 
・ごみ…減量・リサイクル 
・買物…模擬体験 

班で 
計画 

「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦」 

内容Ｂ 日常の食事と調理の基礎 
「栄養バランスのよい一食分の献立を 

考え調理する学習」 
関連 

実践 

「つかむ」 
過程 



「追究する」 
過程 

◎水の再利用を
体験 

◎節水の工夫を
意識 

◎ごみの減量化 
◎循環型社会を 
目指す意識 

◎消費生活が環境 
  に与える影響に 

ついて意識 

「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦、水・ごみ・買物」を 
計画し実践する 



「まとめる・
生かす」 
過程 

     問い合わせ先    群馬県総合教育センター 
            担当係：義務教育研究係 ０２７０－２６－９２１３（直通）  

家庭実践ワークシート 

児童の考えた「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦」 

「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦・水」 
・野菜を洗うときは、ボウルを 
 使ってまとめて洗う。 
・米のとぎ汁を再利用する。 
・じゃがいもを洗うときは、ブラ 
 シを使う。 
・水量を調節する。 
・油をふき取ってから洗う。 
・洗剤を使いすぎない。 

「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦・ごみ」 
・ごみの分別、リサイクルをする。 
・食べ残しをしない。 
・生ごみは、水を切って捨てる。 
・野菜の皮をうすくむく。 
・むいた皮は、うさぎにあげる。 
・たい肥にする。 
 

「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦・買物」 
・地産地消ができるようにする。 
・群馬の野菜、地域の野菜を 
 選ぶ。 
・エコバッグを持っていく。 
・包装の少ないものを選ぶ。 
・近くの店に買いに行く。 
・必要な分、食べる分だけ買う。 

研究のまとめ 

◎自分ができる「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦」を 
 継続したい 
◎他の児童の実践を取り入れたい 
◎食生活をよりよくするための工夫に 
 気付く 

成果 課題 
◆水・ごみ・買物に視点をあてた「ＭＯＴＴＡＩ 
 ＮＡＩ作戦」を計画し、調理実習で実践し、次 
 に家庭実践へと二段階の学習過程を組んだこと 
 で、より具体的に自分の生活を見直し、環境に 
 配慮した食生活の工夫を考え実践につなげるこ 
 とができた！ 
◆授業実践後も「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦」で考 
 えたことを継続し、節水の工夫やごみの減量化、 
 地産地消の意識をもって生活するなど環境のこ 
 とを意識する児童が増えた！ 

◆内容Ｃの衣生活や住生活の題材においても、 
 「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ作戦」を取り入れら 
 れると考える。どの題材と関連させること 
 が有効か検討する必要がある。 
◆第５学年から環境に配慮した調理の工夫を 
 繰り返し学習することで、さらに工夫する 
 力や実践力が身に付くものと考える。段階 
 的に平易なものから応用的な題材へと題材 
 を配列することが必要である。 


